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石灰化を伴った巨大水腎症の1例
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   A 26-year-old man had asymptomatic macroscopic hematuria.A left hydronephrotic 

sac outlined with a thin curvilinear shadow of calcium deposition was found in a plain film 

and stenosis at the ureteropelvic junction (UP J) in a retrograde pyelogram. Left nephrectomy 

was performed and the fluid content was 1330 ml. Histologic examination showed subepithelial 

calcification of the renal pelvis and fibrous proliferation at the UPJ.
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緒 言

巨大水腎症とは,腎 孟内容液量が,1,000ml以 上

のものを称 してお り,現 在までに本邦において300例

以上の報告がある,最 近われわれはX線 学的に石灰化

を伴った腎孟内容液量1,330mlの 巨大水腎症の1例

を経験 したので若干の文献的考察を加えて報告する.

症

,患老:26歳,男 仁ヒ

初診ll984年6月13EI

主 訴:肉 眼 的 血 尿

家族雁 ・既往歴1特 記事項なし

例

現 病 歴:1982年10月 集 団 検 診 に て 蛋 白尿 を 指摘 され

た が 放 置 して い た.1984年3月 よ り肉眼 的 血 尿 が 出現

したた め5月 に 某病 院 を受 診 した.精 査 の 結 果 左 水 腎

症 の診 断 を受 け,6月13日 当科 に入 院 した.

入 院 時 現 症'体 格 中 等度,栄 養 良,眼 瞼 結 膜 に 貧血

な く,riも 認 め な い.理 学 的 に胸,腹 部 に 異 常 を認

め ず,両 腎は 触 知 され な か った.ま た,外 性 器 に 異 常

所 見 を認 め な か った.

入 院時 検 査 成 績 血 液 一 般 赤 血 球 数545×io<,

ヘ モ グ ロ ビ ン1α291dl,ヘ マ ト ク リ ノ ト46.4% ,白

血 球 数5,400.血 清 電 解 質に は異 常 な く,尿 素 窒 素

17mg/dl,ク レ ア チeンL5mgldl ,ALP4.3

KAu,LDH253u,血 清 総 蛋 白6.8g/dl,AIG
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2.69,CRP(一)と す べ て 正 常.尿 所 見:蛋 白(痕

跡),糖(一),潜 血(十 十),沈 渣検 鏡 で赤 血 球20～

30/hpf,白 血 球,上 皮 お よび 細 菌(一).腎 機 能 検 査;

PSP試 験15分zo%,120分82.3%,フ ィシ ュバ ー グ

尿濃縮 試 験 最 高比 重1.022,ク レア チ ニ ン ク リア ラ

ンス108ml;min.尿 細 胞 診classI.

X線 学 的 検査:KUBに て 左 腎部 に一 致 した 円弧 状

の線 状石 灰 化 像 を認 め た(Fig.1).

DIPに て 左 腎 は造 影 され ず,右 腎 の 腎 孟,腎 杯,

尿管 に異 常 を 認 め な か った.腎 シ ンチ グ ラ ムに て 左 腎

は 描 出 され ず,レ ノ グ ラ ムで 無機 能 型 を示 した,

膀 胱 鏡検 査 に て膀 胱 粘膜 お よび 左 右 の尿 管 口形 態 に

異 常 な く,左 尿 管 口 よ りの 肉 眼的 血 尿 を認 め た.左 尿

管 よ りカ テ ー テル を24cm挿 入 し造 影 剤 を 注 入 した

尿 管像 は正 中 を 越 え て走 行 して いた.そ して,KUB

.2

Fig.1.KUBshowsalefthydronephrotic

sacoutlinedwiththincurvilinear

shadowofcalciumdeposition.

為

Fig.2.Percutaneouspyelogramshows

pyelocaliectasis.
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上の石灰化部位に一致 した腎杯像が描出された.

、経皮的腎孟造影:経 皮的に腎孟内容液100mlを 吸

引し,76%ウ ログラフィン80mlを 注入 して得 られ

た腎孟造影像で,左 腎孟は著明に拡張 し,正 中を越え

る水腎症を呈していた(Fig.2)、 穿刺吸引液は血性

であ り細胞診にてclassIIで あ った.

CTに て左腎実質は6mmと 著 明に菲薄化してお

り,腎 孟,腎 杯は正中を越え高度に拡張 していた.

腎血管造影で,左 腎の動脈は狭小化し,枯 れ枝状と

なっていた.

以上の所見 よ り腎孟 尿管移 行部(以 下UPJと 略

す)狭 窄に伴う左巨大水腎症と診断し,6月27日 全麻

下に左腎摘除術を施行 した.

手術所見 ・全麻のもとに左腰部斜切開にて後腹膜腔

に達 した.腎 の癒着はほとんどなく容易に腎を摘除し

た.

摘 出標本および病理組織学的所見:総 重量は1,600

gで 内容液量は1,330mlで あ った(Fig.3).腎 実

質は著明に菲薄化し,腎 孟粘膜のところどころに点状

出血を認めた.ま た,UPJに は ゾンデが通過する程

度の狭窄を認めた.病 理組織学的 にはUPJで 結合
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Fig.4,Histologicappearanceoftheleft

kidneyshowssubepithe]ialcalci-

fication.
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織が増生しており,腎 孟上皮下の石灰沈着および結合

織の増生を認めた(Fig.4).菲 薄化した腎はほとん

ど結合織よりなり,糸 球体は消失 し,少 数の萎縮 した

尿細管をみるにすぎなかった.

術後経過は良好で創は一次的に治癒 し,術 後17日 で

全治退院となった.

考 察

本邦における巨大水腎症の報告は1965年 の大下ら2)

の報告以後,1982年 の公文 ら3)の 集計までに311例 が

報告されてお り,1968年 赤坂ら4),1972年 滝本 ら5),

岩崎 ら6),1978年 には上田ら7)に よって集計的な報告

がなされている.そ の後,調 べえた限 りでは1984年9

月 までに350例 前後の報告例があるものと推測される.

巨大水腎症の原因に関して,公 文 ら3)はUPJの 異常

に起因するものが多いとしてお り,UPJの 組織学的

異常についてUsonB)はTable1の ごとく頻度順に

分類している.自 験例ではUPJ部 の結合織の増生が

認められfibrousbandに よる狭窄と考えられた.

水腎症の治療としては,常 に保存手術を考慮すべき

で,Anderson10)は 検査所見 より腎摘除術を必要と考

えられるような水腎であっても,手 術で腎を露出し,

直視下に観察 してから腎の摘出は決定されるべきであ

ると警告している。

現在腎保存手術の適応に関 してmに 岡ら1Dの次 の

Table1.HydronephrosisinChildren

UnderlyingPathology.

よ うな 基 準 が 用 い られ て い る.

1.IVP60分 で造 影 剤 の 排 泄 が 認 め られ る もの.

2.腎 動 脈 内 径 と 大 動 脈 径 比 が20%以 上 あ る もの.

3,手 術 時 腎 実 質 の最 も厚 い部 分 が1cm以 上 あ る も

の.

自験 例 に 於 い て は以 上 の3条 件 の す べ て に 適応 しな

か った.

水 腎 症 に お け る石 灰 化 は 一 般 的 に 生 じ得 る もの で,

組 織 学 的 にSalikandAbeshouse'^)は カル シ ウム沈

着 を 伴 った線 維 組 織 の殻 を 含む と述 べ,Emett9)は し

ば しば 腎 孟壁 の 内面 に 多 量 の カル シ ウ ムを 含有 した 排

泄 物 が 付 着す る こ とに よ りX線 的 に 石 灰 化 を認 め る こ

とが あ る と述 べ て い る,し か し,本 邦 で はX線 的 に明

確 な 石 灰 化 を認 め た 水 腎 症 の 報 告 例 は非 常 に少 な く,

わ れ われ の調 べ えた 限 りで は1944年 の金 子 ら1?)の報 告

の み で あ った,

SalikandAbeshouseら 星2)は腎 の 石 灰 化 をTable

2に 示 す ご と く分類 して い る.そ の 中 で1)のdystro-

phiccalcificationは 最 も一 般 的 なtypeで,障 害 を

うけ た組 織 あ るい は 壊 死 組 織 に は カル シ ウ ム塩 が 沈 着

す る こ とが あ り,ま た,水 腎 症 に お け る石 灰化 の程 度

は 水 腎症 に な って か ら の期 間 あ るい は線 維 化 の程 度 に

大 き く依存 す る と述 べ て い る.わ れ わ れ の 症例 は先 天

性 水 腎 症 と考 え られ 長 期 間 のUPJ狭 窄 の ため 組 織 の

障 害 お よび炎 症 を繰 り返 し,X線 学 的 に 認 め られ る程

度 の 石 灰 化 を き た し た と 考 え ら れ た.す な わ ち,

Abeshouselら2)の 分 類 のnon-metastatictyPe・

dystrophiccalcificationOこ 相 当 して い る.

Types.

IntrinsicUPobstruction

Aberrantbloodvessels

Fibrousbandkinks

?incoordination

Unknown

(Uson,e1968)

Table2.Calcificationinthekidney

1.Metastatictype

II.Non-metastatictype

1)Dystrophiccalcification

2)Hetei・otrophiccalcification

3)Cartilageformation

4)Arterialcalcification

5)Nephrolithiasis

6)Nephrocalcinosis

(SalikandAbeshouse12,1962)

結 語

26歳 男性におけるX線 学的に石灰化を認めた巨大水

腎症の1例 を経験した.検 査結果 より左腎は無機能で

あり,機 能回復は見込めないと判断 し,左 腎摘除術を

施行 した.病 理組織学的にUPJ部 の結合織の増生お

よび腎孟上皮下の石灰沈着を認めた。X線 学的に石灰

化を伴った巨大水腎症は稀なものであり自験例は本邦

第3例 目と思われ,若 干の考察を加え報告した.

なお,本 症例 は第191回 日本泌 尿器科 学会東 北地方会にて

報告 した.
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